
　
田
園
の
中
に
点
在
す
る
比
較
的
小
さ

な
集
落
。

現
況

　
広
が
っ
た
農
地
の
中
に
位
置
し
、
比

較
的
小
規
模
な
集
落
で
、
周
辺
農
地
と

一
体
的
な
環
境
形
成
を
な
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
て

い
る
。
安
曇
野
の
良
好
な
田
園
風
景
の

一
つ
と
も
い
え
る
が
、
一
部
に
新
興
住

宅
街
が
広
が
っ
て
い
る
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
農
地
の
中
に
散
在
す
る
既
存
の
小
さ

な
集
落
居
住
の
場
と
し
て
、
農
業
や
景

観
と
良
好
な
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
既

存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
継
承
を
図
っ

て
い
く
。

　
計
画
的
に
産
業
施
設
の
集
積
を
図

っ
て
き
た
区
域
。

現
況

　
働
く
場
と
し
て
、
計
画
的
に
工
場

な
ど
の
産
業
施
設
の
集
積
を
図
っ
て

き
て
い
る
。
（
工
業
系
用
途
地
域
も

含
む
）

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
工
場
な
ど
の
拡
大
・
新
た
な
進
出

に
対
応
し
、
住
居
系
用
途
と
の
混
在

の
少
な
い
良
好
な
産
業
振
興
環
境
を

形
成
し
て
い
く
。

　
政
策
的
に
別
荘

や
観
光
施
設
を
許

容
し
て
き
た
区
域
。

現
況

　
一
定
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
な
う

と
と
も
に
、
厳
格
な
ル
ー
ル（
自
然
保

護
等
指
導
基
準
な
ど
）の
導
入
に
よ
り
、

周
辺
の
森
林
と
調
和
し
た
環
境
形
成

を
図
っ
て
き
た
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
別
荘
地
・
観
光
地
と
し
て
の
機
能
を

重
視
し
、
自
然
環
境
の
魅
力
を
享
受

し
、
質
の
高
い
環
境
形
成
を
す
す
め
て

い
く
。

　
市
の
東
西
に
あ
る
山
間
地
区
域

現
況

　
主
に
森
林
か
ら
な
り
、
一
定
の

居
住
地
も
見
ら
れ
る
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
森
林
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

森
林
資
源
を
大
切
に
し
、
居
住
地

も
保
持
し
て
い
く
。
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例）穂高・新屋の集落

例）豊科・あづみ野産業団地

例）穂高・別荘地

Ｃ区域

集落居住
区域

Ｄ区域

産業振興
創造区域

Ｅ区域

山麓保養
区域

Ｆ区域

山間居住・森林
環境保全区域

建
物
形
態
で

工
夫
で
き
る
こ
と
は

大規模小売店舗の
店舗数と売場面積（Ｈ16）

　大規模小売店舗数と住民１人

当たりの売り場面積を県下の市と

比べた表です。最新の統計が平

成１６年であり合併前（南安曇郡）

のデーターですが、住民１人当た

りの売り場面積は、県内でも上位

にあります。
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日
常
の
買
い
物
が
で
き
る

施
設
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

　
市
の
財
産
で
あ
る
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
と
す

る
田
園
景
観
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、建
物

の
高
さ
・
色
、敷
地
の
面
積
、看
板
な
ど
が
、土

地
利
用
と
同
じ
く
重
要
な
要
素
を
持
っ
て
い

ま
す
。そ
の
景
観
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

市
内
各
区
域（
Ａ
〜
Ｆ
）に
応
じ
た
建
物
の
形

な
ど
の
目
安
や
建
築
物
の
高
さ
制
限
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、「
集
落
居
住
区
域
と
な

る
Ｂ
、Ｃ
区
域
は
、住
環
境
の
低
質
化
を
防
ぐ

た
め
に
有
効
な
形
態
制
限
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
、ま
た
、次
の
よ
う
な
意

見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
配
置
・
規
模

・
敷
地
面
積
は
広
め
に（
例
・
３
０
０
㎡
）

・
小
規
模
の
宅
地
開
発
を
抑
制
す
る
ル
ー
ル

◎
高
さ
・
壁
面
後
退

・
原
則
と
な
る
高
さ
制
限（
場
所
に
よ
っ
て
強

　
化
、緩
和
で
き
る
仕
組
み
〈
例
・
高
さ
１０
ｍ
〉
）

・
道
路
や
隣
の
家（
敷
地
）か
ら
一
定
の
距
離

　
を
退
い
て
建
て
る
仕
組
み
づ
く
り

◎
色
彩
・
形
状
・
素
材

・
集
落
に
違
和
感
が
な
く
溶
け
込
む
よ
う
な

　
建
て
方
の
目
安
づ
く
り

◎
そ
の
他

・
地
域
や
集
落
の
特
性
・
歴
史
・
文
化
の
反

　
映
が
で
き
る
仕
組
み

・
次
に
建
て
替
え
る
と
き
の
ル
ー
ル
づ
く
り

・
市
民
の
理
解
、
関
心
の
促
進
、
企
業
に
よ

　
る
協 

力
が
必
要

・
新
た
な
建
物
を
増
や
さ
な
い
た
め
の「
既
存
ス

　
ト
ッ
ク
再
利
用
」（
注
３
）の
た
め
の
仕
組
み

　
づ
く
り

　
高
齢
化
が
進
む
中
、徒
歩
や
公
共
交
通
網（
鉄

道
・
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
）を
利
用
す
る
こ
と
で
、

日
常
の
買
い
物
が
気
軽
に
で
き
る
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は「
地
域
の
拠
点
と
な
る
Ａ

区
域
は
、用
途
に
よ
り
詳
細
な
区
域
設
定
が
必

要
」
、「
集
落
居
住
区
域
と
な
る
Ｂ
、Ｃ
区
域
の

幹
線
道
路
な
ど
、あ
る
程
度
の
需
要
が
見
込
ま

れ
る
地
域
で
は
、範
囲
を
決
め
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
」、「
同
じ
Ｂ
、Ｃ
区
域
で
も

需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
地
域
で
は
、店
舗
面
積

や
種
別
を
限
定
す
る
な
ど
の
基
準
づ
く
り
を
し
、

地
域
の
判
断
が
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
」、ま
た

「
現
在
の
商
業
施
設
の
配
置
や
満
足
度
を
調
べ

る
」、「
商
工
会
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
注
３ 

既
存
ス
ト
ッ
ク
再
利
用
：
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
建
物

　
　   

を
登
録
し
再
利
用（
再
整
備
）し
て
い
く
こ
と


